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『
民
衆
』
の
存
在
を
中
心
に
芸
術

の
在
り
方
を
考
え
る
ス
タ
ン
ス
が
、

デ
モ
ク
ラ
ー
ト
美
術
家
協
会
の
考
え

方
。
版
画
は
絵
画
と
違
っ
て
同
じ
も

の
が
何
枚
も
で
き
て
安
く
買
え
る
と

し
て
、
そ
の
普
及
に
も
尽
力
し
た
。

　

瑛
九
の
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
解
散
後
は
、

岡
本
太
郎
主
宰
の
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
な

ど
に
参
加
。
あ
い
か
わ
ら
ず
公
募
展

に
は
出
品
せ
ず
、
個
展
を
ベ
ー
ス
に

し
た
芸
術
家
人
生
を
送
っ
た
。

加
藤
正
が
１
９
５
２
年
３
月 

「
東
京
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
展
」で 

掲
げ
た
当
時
の
活
動
理
念

一�

　
真
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
（
※
２
）

を
貫
く
た
め
最
も
民
主
的
な
会
の

運
営
を
は
か
る
。

二�

　
無
審
査･

会
員
・
会
友･

一
般

参
加
の
階
級
制
を
設
け
ず
無
審
査

に
よ
り
全
員
会
員
。

三�

　
会
員
は
既
成
公
募
展
に
出
品
し

な
い
。

新
芸
術
家
集
団
フ
ラ
ク
タ
ス

　

現
代
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

個
性
と
現
代
性
を
求
め
る
絵
画
・
版

画
・
詩
・
立
体
・
写
真
・
映
像
・
書
・

陶
芸
・
音
楽
・
芸
術
論
な
ど
の
作
家

が
、
郷
土
の
先
駆
者
で
あ
る
瑛
九
の

精
神
を
伝
承
し
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

自
由
と
前
進
と
創
造
の
旗
の
も
と
に

集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
。

詩
人
加か

藤と
う

礁し
ょ
うと

し
て
の
顔 

宮
崎
県
詩
の
会

　

１
９
９
８
年
に
詩
集
『
逆
光
線
』

出
版
、『
原
爆
詩
１
８
１
人
展
』
参
加
、

２
０
１
３
年
に
は
詩
集『
薔
薇
海
峡
』

を
出
版
し
て
お
り
、
詩
と
絵
の
表
現

が
対
照
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

人
を
介
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
に
会
い
に
来
た
。
そ
れ
が
加
藤
と

瑛
九
の
初
対
面
だ
っ
た
。

　

東
京
美
術
学
校
卒
業
後
の
１ 

９ 

５ 

２
年
、
画
家
と
し
て
ど
う
生
き
る

か
迷
っ
て
い
る
時
、
上
京
し
て
き
た

瑛
九
と
再
会
し
、
す
で
に
大
阪
で
旗

揚
げ
し
て
い
た
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
美
術

家
協
会
を
東
京
で
共
に
結
成
。
瑛
九

に
『
絵
描
き
は
権
威
だ
と
か
、
名
声

で
は
な
い
。
命
を
賭
け
て
や
っ
て
い

か
な
き
ゃ
だ
め
だ
』
と
説
得
さ
れ
た
。

　

そ
の
時
す
で
に
内
定
し
て
い
た
美

大
助
手
の
仕
事
も
断
り
、
デ
モ
ク
ラ

ー
ト
の
会
員
集
め
に
奔
走
。
機
関
紙

発
行
を
手
掛
け
る
な
ど
事
務
局
的
な

役
割
を
担
っ
た
。

　
「
世
界
で
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
（
※
１
）
や
抽
象
画
が
盛
ん
な
の
に

（
芸
大
の
教
授
た
ち
は
）
昔
な
が
ら

の
印
象
派
的
な
デ
ッ
サ
ン
ば
か
り
で
、

そ
こ
に
触
れ
な
い
。
か
た
や
瑛
九
の

絵
は
芸
大
の
と
は
違
う
雰
囲
気
で
、

こ
う
い
う
絵
を
描
く
人
が
い
る
の
か

と
。
僕
が
現
代
美
術
を
展
開
す
る
た

め
の
、
そ
の
突
破
口
が
瑛
九
だ
っ
た

ね
」
と
後
に
語
っ
て
い
る
。

市
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
に
入

り
ス
テ
ー
ジ
を
見
る
と
、
ま

ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
カ
ラ

フ
ル
に
彩
ら
れ
た
緞
帳
。
１
９
９
１

年
に
加
藤
正
さ
ん
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン

制
作
さ
れ
た
も
の
で
、作
品
名
は『
星

ふ
る
さ
と
の
女
神
ム
ー
サ
イ
』
だ
。

　

ム
ー
サ
イ
と
は
芸
術
を
司
る
ギ
リ

シ
ア
神
話
の
女
神
。
そ
の
女
神
が
９

体
い
て
、
都
井
岬
の
馬
と
合
わ
せ
て

串
間
（
ク
シ
ウ
マ
）、
そ
れ
ら
が
南

の
空
に
輝
く
さ
そ
り
座
の
見
え
る
里

に
や
っ
て
来
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
制

作
さ
れ
た
。
朝
と
夕
方
と
夜
に
画
面

を
分
け
て
、
串
間
の
自
然
と
文
化
が

栄
え
る
こ
と
を
祈
る
と
い
う
意
味
あ

い
も
あ
る
。

　
「
こ
ん
な
緞
帳
は
な
か
な
か
な
い
」

と
、
市
民
か
ら
言
わ
れ
る
ほ
ど
印
象

に
残
る
も
の
で
、
作
者
は
知
ら
な
く

て
も
み
ん
な
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

他
に
１
９
６
３
年
に
制
作
さ
れ
た

『
あ
ま
か
け
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
』
と

い
う
絵
画
も
正
面
玄
関
入
っ
て
す
ぐ

に
飾
ら
れ
て
お
り
、
加
藤
さ
ん
の
作

品
は
文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
て
い
る
。

加
藤
正
さ
ん
の
生
い
立
ち

　

１
９
２
６
年
（
大
正
15
年
）
に
串

間
市
で
、
加
藤
医
院
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
旧
制
県
立
飫
肥
中
（
現

日
南
高
）
か
ら
東
京
美
術
学
校
（
現

東
京
藝
術
大
学
）
に
進
み
、
油
絵

を
学
ぶ
。
作
品
は
個
展
で
の
発
表

が
中
心
で
、
版
画
、
油
彩
、
コ
ラ

ー
ジ
ュ
ほ
か
、
詩
作
も
手
掛
け
た
。

２
０
０
１
年
に
は
、
宮
崎
県
内
の
芸

術
家
で
つ
く
る
新
芸
術
集
団
フ
ラ
ク

タ
ス
を
旗
揚
げ
、
代
表
を
務
め
る
。

　

串
間
市
で
も
、
１
９
９
３
年
に
県

立
福
島
高
校
創
立
70
周
年
記
念
講
演
、

２
０
０
９
年
に
市
文
化
会
館
で
『
加

藤
正
ふ
る
さ
と
展
』
を
開
催
す
る
な

ど
文
化
、
芸
術
面
で
貢
献
し
て
い
る
。

瑛え
い

九き
ゅ
うと

の
出
会
い

　

１
９
４
５
年
の
終
戦
後
初
め
て
迎

え
た
冬
、
仲
間
と
芸
術
愛
好
家
の
会

『
串
間
文
化
ク
ラ
ブ
』
を
結
成
し
て

い
た
加
藤
。
そ
こ
に
共
産
党
の
オ
ル

グ
活
動
の
た
め
に
串
間
に
来
た
宮
崎

市
出
身
の
画
家
、
瑛
九
が
共
通
の
知
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『あまかけるフェニックス』市文化会館

東京美術学校時代の絵（現在の運動公園周辺）

希
望
は
自
由
の

　
　
　 

名
の
下
に

加か

藤と
う  

正た
だ
し

こ
こ
串
間
市
出
身
で
死
の
直
前
ま
で

芸
術
活
動
に
い
そ
し
ん
だ
男
が
い
た
。

反
骨
の
画
家
と
言
わ
れ
る
加
藤
正
さ
ん
だ
。

本
号
で
は
市
の
文
化
、
美
術
発
展
に
寄
与
し
、

今
年
の
５
月
１
日
に
90
歳
で
亡
く
な
っ
た

加
藤
さ
ん
を
特
集
す
る
。

『星ふるさとの女神ムーサイ』市文化会館 緞帳

仕
事
や
家
庭
に
追
わ
れ
て
物
事
を
深
く
考
え
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
現
代
人
。

自
分
の
理
想
を
掲
げ
て
、
そ
れ
を
貫
き
通
し
た
先
人
が
い
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
留
め
た
い
。

私
た
ち
も
、
こ
の
権
威
を
疑
う
と
い
う
姿
勢
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

Interview

フラクタスメンバー

田
た

中
なか

 庸
よう

輔
すけ

さん

加藤正さんとの邂逅

2005年12月22日　県立芸術劇場レストランにて
第７回フラクタス展開催を祝って

昭和28年 軽井沢デモクラート合宿
（左が加藤正、右が瑛九）

　加藤さんと初めて会話
を交わしたのは、2003年
10 月、仲町のギャラリー
で個展をやっていた時です。
そこでフラクタスへの参加
を勧められ、お付き合いが
始まりました。「デモクラ
ート」に関しては全く知識
が無く、美大の彫刻科を卒
業した身にしては、芸術の

世界にあまり興味が無い自分にとって、「フラ
クタス」は身勝手の効く、しんどくて、自由で、
不自由な空間でした。
　加藤さんの、何者も否定しない自由闊達で
奔放な懐の深さに助けられ、魔界に迷い込ん
できたような非常に苦しくも楽しい時間を過
ごすことができました。


